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が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ

て
、
陸
幕
か
ら
は
施
行
通
達

及
び
細
部
通
知
が
発
簡
さ

れ
、
家
族
支
援
の
体
制
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
隊
友
会
は
家
族
会
と
協

力
し
て
家
族
支
援
に
動
き
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
家
族
支
援
の
内
容
は
、「
安

否
確
認
」「
生
活
支
援（
買
出

し
、介
護
、子
供
の
面
倒
見
）」

「
激
励
」、「
相
談
」等
、多
岐
に

渡
り
ま
す
が
、ま
ず
は「
安
否

確
認
」を
優
先
し
て
取
り
組

み
、
段
階
的
に
支
援
を
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
隊
友
会
と
し
て
は
、
部
隊

側
か
ら
協
力
に
必
要
な
便
宜

供
与
を
受
け
、
積
極
的
に
協

力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆

様
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
家
族
支
援
の
協
力
は
、

①
家
族
支
援
を
希
望
す
る
隊

員
か
ら
の
支
援
要
望
の
把
握

（
当
初
は
安
否
確
認
要
望
と

な
り
ま
す
）、②
隊
友
会
等
へ

の
支
援
要
望
事
項
の
要
請
、

③
隊
友
会
と
し
て
の
支
援
可

能
事
項
の
検
討
、
④
部
隊
側

と
の
調
整
に
基
づ
く
支
援

可
能
事
項
の
割
り
当
て（
会
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隊
友
会
会
員
の
壮
年
層

を
中
心
と
し
た
多
く
の

方
々
が
、仕
事
を
持
ち
な
が

ら
予
備
自
衛
官
等
へ
自
ら

志
願
を
さ
れ
、練
成
訓
練
に

臨
む
と
と
も
に
、東
日
本
大

震
災
等
に
お
い
て
は
、
被

災
現
場
に
お
け
る
積
極
的

な
救
援
活
動
等
に
よ
り
被

災
民
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と

と
も
に
多
く
の
国
民
か
ら

そ
の
行
動
を
高
く
評
価
さ

れ
、隊
友
会
の
ス
テ
ィ
タ
ス

向
上
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
こ
と
は
、皆

様
、ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
予
備

自
衛
官
等
の
方
々
を

対
象
と
し
た
、「
予
備

自
衛
官
等
福
祉
支
援

制
度
」を
皆
様
は
、
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
本
制
度
は
、平
成
元
年
、

陸
幕
か
ら
事
業
委
託
要
請

を
受
け
開
始
し
た
互
助
制

度
で
あ
り
、訓
練
出
頭
時
の

災
害
補
償
お
よ
び
日
常
の

冠
婚
葬
祭
事
由
に
対
し
て

所
定
の
給
付
を
行
う
も
の

で
あ
り
、一
口
で
言
え
ば
、

少
な
い
掛
け
金
で
大
き
な

保
障
を
担
保
す
る
大
変
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
予
備
自
衛
官
で

は
、９
５
０
円
／
月
の
負
担

で
、
本
人
死
亡
時
１
５
０

万
円
の
給
付（
家
族
の
場

合
も
給
付
あ
り
）の
ほ
か
、

訓
練
出
頭
時
で
の
死
亡
時

１
０
０
０
万
円
、後
遺
障
害

保
障（
30
万
〜
１
０
０
０
万

円
）、入
院（
３
０
０
０
円
／

日
）・
通
院（
２
０
０
０
円

／
日
）給
付
等
手
厚
い
保
障

が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、平
成
元

年
、加
入
者
約
６
３
０
０
名

で
運
用
開
始
後
、平
成
28
年

度
末
は
、１
８
４
４
名
と
減

少
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

近
年
、逐
次
新
規
加
入
者
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、当

初
加
入
さ
れ
た
方
の
年
齢

制
限
に
よ
る
脱
退
者
数
を

上
回
る
状
況
に
は
至
っ
て

い
な
い
た
め
、更
な
る
増
加

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
、陸
幕
が
予

備
自
衛
官
等
に
本
制
度
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

た
結
果
、対
象
者
の
半
数
の

方
が
本
制
度
を
知
ら
な
い

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、本
制
度
に
つ
い

て
の
広
報
が
十
分
行
き
届

い
て
い
な
い
こ
と
が
覗
え

ま
す
。

　
こ
の
た
め
隊
友
会
本
部

と
し
て
は
、
陸
幕
と
連
携

し
、訓
練
担
当
部
隊
に
お
け

る
広
報
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、地
方
に
お
い
て
も

召
集
訓
練
時
に
お
け
る
県

隊
友
会
会
長
等
の
激
励
時

に
積
極
的
な
加
入
の
働
き

か
け
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
平
均
的
加
入
率

は
、
約
５
％
で
あ
り
ま
す

が
、
旭
川
地
区
に
お
い
て

は
、約
20
％
と
訓
練
部
隊
と

連
携
し
た
広
報
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　
予
備
自
衛
官
等
の
相
互

の
扶
助
お
よ
び
福
祉
の
増

進
を
図
る
と
い
う
本
制
度

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、本
部
と
地
方
が
一
体
と

な
っ
た
広
報
活
動
等
に
よ

り
多
く
の
予
備
自
衛
官
等

の
会
員
の
皆
様
の
積
極
的

加
入
を
心
か
ら
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
常
務
執
行
役
　
寺て

ら

田だ

和か
ず

典の
り

）

発煙筒発煙筒
予備自衛官等

福祉支援制度への
積極的加入を

入
会
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
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航
空
自
衛
隊

福
應
光
二
　
様 

１
万
円

�
（
５
月
31
日
現
在
）

隊
友
会

寄
付
者
芳
名

る
中
、
署
名
し
た
。
岡
部
陸

幕
長
は
署
名
後
の
挨
拶
で
先

崎
理
事
長
・
伊
藤
会
長
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
後
、

本
協
定
の
意
義
に
つ
い
て
別

掲
の
よ
う
に
述
べ
た
。
先
崎

理
事
長
は「
本
日
の
中
央
協

定
締
結
は
、
双
方
に
と
っ
て

画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
我
々
隊
友
会
に
と
り
ま

し
て
、
後
輩
の
皆
さ
ん
が
後

顧
の
憂
い
な
く
安
心
し
て
派

遣
活
動
等
に
専
念
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
、
な
に
が
し
か

の
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
誠

に
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
多
く

の
隊
友
会
員
の
や
り
が
い
に

も
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
」と
述
べ
た
。

隊
員
の
家
族
支
援

に
関
す
る
協
力
に

つ
い
て

本
部
事
務
局

　
陸
上
自
衛
隊（
以
下
陸
自
）

は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
隊

員
家
族
に
対
す
る
支
援
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
の
教
訓

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
か
ら

自
衛
隊
家
族
会（
旧
全
国
自

衛
隊
父
兄
会
　
以
下
家
族

会
）と
連
携
し
て
一
部
地
域

で
家
族
支
援
の
試
行
を
開
始

し
ま
し
た
。
隊
友
会
に
対

し
て
は
、
平
成
27
年
９
月
に

陸
幕
か
ら「
平
成
28
年
度
の

施
行
に
合
わ
せ
て
隊
友
会
に

も
協
力
を
お
願
い
す
る
」旨

の
依
頼
が
あ
り
、
協
力
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
施
行
が
平
成
29
年
度
に

延
期
さ
れ
、
隊
友
会
は
平
成

29
年
度
の
事
業
開
始
に
向

け
、
朝
霞
駐
屯
地
で
実
施
さ

れ
た
家
族
支
援
訓
練
を
研
修

す
る
と
と
も
に
、
一
部
の
県

隊
友
会
が
先
行
的
に
試
行
地

域
で
の
家
族
支
援
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
経
緯
を
踏
ま

え
、
本
年
５
月
に
陸
幕
と
隊

友
会
・
家
族
会（
以
下
隊
友

会
等
）と
の
間
で
、中
央
協
定

員
が
担
当
す
る
家
族
の
決

定
）、⑤
隊
員
家
族
と
隊
友
会

会
員
の
顔
合
わ
せ
、
⑥
家
族

支
援
訓
練
へ
の
参
加
、
⑦
大

規
模
災
害
等
の
発
生
に
伴

い
、
部
隊
側
か
ら
の
要
請
に

基
づ
く
家
族
支
援
の
実
施
と

い
っ
た
手
順
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
隊
員
家
族
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
支
援
訓
練
に

参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
隊

友
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
県
隊
友
会
が

行
い
、
保
険
料
は
本
部
が
助

成
し
ま
す
。

　
今
回
、
家
族
支
援
協
力
に

関
す
る
中
央
協
定
を
陸
幕
と

締
結
し
ま
し
た
が
、
支
援
の

対
象
に
は
陸
自
に
所
属
し

て
い
な
い
隊
員
、
す
な
わ
ち

　再就職支援事業を開始
　　�　隊友会は求職を希望する会員のために、再就職を支援する事業

を開始しました。
　　　詳しくは「隊友会」ホームページをご覧ください。

陸
自
と
家
族
支
援
に

関
す
る
中
央
協
定

　
県
隊
友
会
及
び
同
支
部
と

自
治
体
と
の
災
害
や
国
民
保

護
事
態
な
ど
の
緊
急
時
に
お

け
る
協
力
・
支
援
に
関
す
る

協
定
締
結
は
現
在
、
27
道
府

県
と
１
０
９
市
町
村
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
県

隊
友
会
に
よ
る
締
結
が
57
、

支
部
締
結
が
79
で
あ
る
。（
県

隊
友
会
が
県
と
は
締
結
せ
ず

市
の
み
と
、
あ
る
い
は
支
部

が
複
数
の
市
町
村
と
締
結
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、県
・

支
部
数
と
自
治
体
数
と
は
一

致
し
な
い
）

　
今
後
、
緊
急
時
協
定
の
締

結
を
予
定
す
る
県
隊
友
会
及

び
同
支
部
は
、
次
の
点
に
留

意
し
て
締
結
業
務
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
自
治
体
へ
の
隊
友
会
の
能

力
の
説
明
と
能
力
の
範
囲
内

で
の
支
援

②
既
締
結
の
協
定
を
参
考

③
理
事
長
へ
の
事
前
申
請

④
留
守
家
族
支
援
業
務
等
、

他
業
務
と
の
調
節

佐賀

小山市小山市

金沢市
白山市
内灘町
能美市
小松市

出雲市
高島市

津市
松坂市
伊勢市
四日市市
伊賀市
名張市

熊野町
呉市
熊野町
呉市

京丹後市
精華町
木津川市
綾部市
城陽市
福知山市
舞鶴市

北海道北海道

青森青森

宮城

静岡

京都

鳥取鳥取
島根島根

愛媛愛媛福岡福岡

滋賀

静岡

北海道北海道

青森青森

宮城

静岡

京都

鳥取鳥取
島根島根

愛媛愛媛福岡福岡

滋賀

岩手岩手

山形山形

愛知

三重

岡山岡山

熊本熊本

鹿児島

那珂市

横須賀市
葉山町
川崎市
鎌倉市
座間市
逗子市
横浜市

豊川市
蒲郡市　
豊橋市
新城市
岡崎市
尾張旭市
春日井市
小牧市　

鹿児島市鹿児島市

千歳市千歳市

群馬群馬 栃木栃木

恵庭市恵庭市

前橋市前橋市

滝沢市滝沢市

鹿部町
七飯町七飯町

上富良野町上富良野町
釧路町釧路町

美幌町美幌町 横手市

人吉市人吉市
霧島市霧島市

岐南町
瑞穂市
海津市
垂井町
各務原市
北方町（石川）

（兵庫）
伊丹市
川西市
姫路市
宝塚市

大阪佐世保市佐世保市

宝達志水町

仙台市
栗原市
大河原町
亘理町
大和町
白石市
名取市
角田市
富谷町
東松島市
大崎市
山元町
大郷町
登米市
岩沼市
多賀城市
七ヶ浜町
石巻市

熊本市熊本市

神奈川（東京）

（岐阜）

長野長野

佐賀

鹿追町
音更町
帯広市

遠軽町

鹿追町
音更町
帯広市
芽室町

筑西市筑西市

板橋区
西東京市
足立区

道隊連が北海道と締結

姶良市

羽咋市羽咋市
中能登町中能登町 新潟新潟

（福島）
会津若松市
石川町
古殿町
浅川村
玉川村
平田村
喜多方市
川俣町
いわき市

山口山口

えびの市
宮崎

貝塚市高知

県隊友会との協定締結県等
協定締結市町

県隊友会（函館・帯広地方を含む）が主体となり締結した市町
無印　 　隊友会支部と締結した市町村

県  名県  名
【凡例】

市町名
協定締結
市町の区分

自治体との防災等協定の締結状況（H29.5）

昨年５月以降、新たに締結した隊友会
11 10 ９８７６５４３２１

隊　
友　
会

神
奈
川
県
隊
友
会
横
浜
北
・
南
支
部

神
奈
川
県
隊
友
会
県
北
支
部

鹿
児
島
県
隊
友
会
姶
良
支
部

石
川
県
隊
友
会

岐
阜
県
隊
友
会

大
阪
府
隊
友
会

神
奈
川
県
隊
友
会

宮
崎
県
隊
友
会

高
知
県
隊
友
会

山
口
県
隊
友
会

新
潟
県
隊
友
会

　
横
浜
市

　
座
間
市

　
姶
良
市

　
中
能
登
町

　
北
方
町

　
貝
塚
市

　
神
奈
川
県

　
宮
崎
県

　
高
知
県

　
山
口
県

　
新
潟
県

地
方
自
治
体

　
安
倍
首
相
は
、
自
民
党
総

裁
と
し
て
読
売
新
聞
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
自
衛
隊

を
憲
法
９
条
に
明
記
す
る
改

正
案
の
検
討
を
急
ぐ
意
向
を

表
明
し
た
。
読
売
新
聞
に
よ

れ
ば
、
４
月
26
日
に
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

「
自
衛
隊
が
全
力
で
任
務
を

果
た
す
姿
に
対
し
国
民
の
信

頼
は
９
割
を
超
え
て
い
る
一

方
、多
く
の
憲
法
学
者
は『
違

憲
』と
言
っ
て
い
る
」と
指
摘

し
、「
北
朝
鮮
情
勢
が
緊
迫

し
、
安
全
保
障
環
境
が
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、『
違

憲
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か

あ
れ
ば
命
を
張
っ
て
く
れ
』

と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も

無
責
任
」と
述
べ
、「
私
の
世

代
は
自
衛
隊
を『
合
憲
化
』す

る
の
が
使
命
」と
の
考
え
方

を
示
し
た
。
首
相
は「
党
の

改
正
草
案
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

１
項
、
２
項
を
そ
の
ま
ま
残

し
、
自
衛
隊
の
存
在
を
記
述

す
る
と
い
う
こ
と
を
議
論
し

て
も
ら
い
た
い
」と
語
っ
た
。

　
隊
友
会
は
政
策
提
言
書
の

第
１
項
に
お
い
て「
憲
法
の

改
正
」を
掲
げ
、「
憲
法
第
９

条
第
２
項
の
規
定
を
改
正

し
、
国
を
防
衛
す
る
た
め
の

実
力
組
織
の
存
在
を
軍（
国

防
軍
）と
し
て
憲
法
に
明
記

す
べ
き
で
あ
る
」と
主
張
し

て
お
り
、
今
後
の
国
会
の
動

き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

海
・
空
自
の
隊
員
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
海
自
は
子
供
の

一
時
預
か
り
の
家
族
支
援
を

一
部
の
基
地
で
行
っ
て
お
り

陸
自
よ
り
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
安
否
確
認
に
つ
い
て
は

隊
友
会
と
自
治
体 

〜
緊
急
時
の
協
定
締
結
状
況
〜

Change the air mobility mission
KC-767 空中給油・輸送機

KC-767は空中給油や貨物・人員輸送など多様な役割を果たし、
災害派遣任務や国際平和協力任務にも貢献します。 航空宇宙部

伊藤忠商事株式会社

安
倍
首
相
、

自
民
党
総
裁
と
し
て
意
欲

憲
法
改
正
論
議

遅
れ
て
い
ま
す
。
隊
員
の
家

族
支
援
は
、
隊
員
が
後
顧
の

憂
い
な
く
任
務
に
邁ま

い

進し
ん

す
る

た
め
、陸
自
の
み
な
ら
ず
海
・

空
自
に
お
い
て
も
必
要
な
協

力
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
隊
友
会
と
し
て

は
今
後
、
海
幕
・
空
幕
と
も

家
族
支
援
に
関
す
る
中
央
協

定
を
結
ぶ
べ
く
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記

�

隊友会
　
隊
友
会
は
5
月
18
日
、
自

衛
隊
家
族
会
と
と
も
に
陸
上

自
衛
隊
と
隊
員
家
族
支
援
に

関
す
る
中
央
協
定
を
締
結
し

た
。

　
本
協
定
は
、
大
規
模
災
害

等
が
発
生
し
、
陸
上
自
衛
隊

に
所
属
す
る
隊
員
が
派
遣
さ

れ
る
際
に
、
隊
友
会
及
び
自

衛
隊
家
族
会
が
行
う
派
遣
隊

員
の
留
守
家
族
に
対
す
る
支

援
協
力
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
防
衛
省
の
陸
幕
会
議
室
で

行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
先

崎
隊
友
会
理
事
長
、
岡
部
陸

上
幕
僚
長
、
伊
藤
自
衛
隊
家

族
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所

掌
役
員
や
主
要
幕
僚
が
見
守

左から先崎隊友会理事長、岡部陸幕長、
伊藤自衛隊家族会会長

　
先
崎
隊
友
会
理
事
長
、
伊
藤
自
衛
隊
家
族
会
会
長
を
お

招
き
し
、中
央
協
定
を
締
結
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
時
に
家
族
支
援
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
か
ら
自
衛
隊
父
兄
会
と
連
携
し
た
家

族
支
援
に
つ
い
て
の
試
行
を
開
始
し
、
本
年
度
か
ら
施
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
陸
自
、防
衛
省
の
即
応
態
勢
は
大
き
く
変
化
し
、現
在
は

冷
戦
期
を
越
え
た
即
応
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
や
陸

上
自
衛
隊
は
レ
ス
ポ
ン
ス
を
早
く
す
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
如
何
に
対
処
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
災
害
派
遣
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は「LAST IN

　

FIRST OUT

」で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、「FIRST IN  

LAST OUT

」の
考
え
を
前
提
に
誰
よ
り
も
早
く
現
場
に

部
隊
を
展
開
し
、
復
旧
・
復
興
の
最
後
の
最
後
ま
で
被
災

者
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
協
定
に
よ
り
陸
上
自
衛
隊
の
家
族
支
援
態
勢
が
一
歩

進
ん
だ
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
て
家
族
支
援
は
如
何
に
重
要
か
と
い
う
こ
と

は
、論
を
俟
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
面
は
大
規
模
災
害
等
に
際
し
て
の
協
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
災
害
だ
け
で
な
く
南
西
諸
島
や
ミ
サ
イ
ル
等
の
脅

威
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を

対
象
と
し
た
協
力
へ
と
拡
大
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
協
定
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
本
質
的
な
家
族
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
密
な
る
連

携
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
部
陸
上
幕
僚
長
挨
拶
（
要
旨
）

�

� �

�

�

【
退
職
す
る
時
】駐
屯
地
・
基

地
の
担
当
部
署

【
退
職
し
た
後
】お
住
ま
い
の
都

道
府
県
隊
友
会
本
部
・
支
部

【
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
で
な
い
方
】お
住

ま
い
の
都
道
府
県
隊
友
会
本
部

※
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い

て
、
左
記「
隊
友
会
本
部
」で
も

お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

TEL
：０
３（
５
３
６
２
）４
８
７
１

FAX
：０
３（
５
３
６
２
）４
８
７
６

soum
u@
taiyukai.or.jp


